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１．はじめに 

今日，東京首都圏における鉄道ネットワークは概成

されたといえ，既存ストックの有効活用を前提とした

小規模な開発へと移行しつつある．一方で，同一の発

着地間において複数の経路が存在し，その経路間には

重複区間が存在する場合が数多く見られ，鉄道利用者

の経路選択行動はこれまで以上に複雑化，多様化する

ものと予想される．  

以上から需要推計の基礎となる利用者の経路選択行

動分析を行なうことは非常に重要であるが，利用者の

選択肢集合を取得し，分析した研究例は少ない． 

そこで本研究は 2000 年に若林ら1)により実施された

着地調査をベースに，新たに鉄道利用者の経路選択肢

集合の取得を行なう．今回は代替経路の利用したい度

合いもあわせて聞くことで，利用者の選択肢集合をよ

り正確に取得することを試みる． 

２．調査概要 

本研究では現状に則した首都圏鉄道利用者の経路選

択行動分析を行うことを前提に，以下の要領で調査を

行う．調査は平成 17 年 12 月から平成 18 年 1 月にかけ

て行い，平成 17 年 11 月に実施された大都市交通セン

サスのデータとの比較も可能である．調査方法は着地

調査1)で，着地側の企業に協力を仰いで調査票をまとめ

て配布する．着地側企業は首都圏に所在地があるもの

を選ぶ(図 1)．次に企業内に調査票を配布してもらい，

後日まとめていただいたものを回収する．取得サンプ

ルは自動的に首都圏在住の通勤者がほとんどを占める

ことになる(図 2)のが本調査の特徴である．また回収率

が高いことも大きな特徴であり，今回の調査では電子

配布したケースもあったために正確には示すことがで 

 

図 1 勤務先（着地）分布

 

図 2 サンプルの自宅（発地）分布 

 

きないものの，概ね 90%を超えていると推測できる．

実選択経路を記入してある有効サンプル数は 1201 であ

る．さらに記入経路全てについて，その利用を考えた

理由を尋ね，特に代替経路については①是非使いたい，

②あまり使う気がない，および③知っているだけでま

ったく使う気がないの 3 段階で利用したい度合いにつ

いても尋ねている． 
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３．調査結果 

乗換回数は 4 回目以降の割合が急激に落ちている（図

4）ことから，乗換回数の限界値は概ね 3 回と考えるこ

とができる．また，代替経路数はあまり使う気がない

ものまでを有効とすると一人当たりの平均は 1.5 本と

なり（図 5），筆者らの既往研究3) における値に比べて

やや多い．これは調査票の項目を絞り，記入しやすか

ったことが影響していると考えられ，サンプルが考え

うる経路を不足なく記入してある可能性が高く，利用

者の思考の再現性が高いと考えられる． 

 

図 4 実選択経路(左)と代替経路(右)の乗換回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経路選択理由については鉄道乗車時間への意識が他

に比べて圧倒的に高く（図 6），次に初乗り駅の近さ，

着席可能性の順に高い．特に着席可能性については今

後の経路選択行動モデルに積極的に取り入れるべき項

目であると考えられる． 

４．おわりに 

今までの調査では，代替経路を取得してもその認識

度合いについての客観的判断基準については取得でき

ていない．今回代替経路の利用度に加え，その経路を

考えた理由についても調査項目に加えたことでより正

確に鉄道利用者の選択肢集合を取得できたといえる． 

今後は得られたデータから個々のサンプルについて

深く考察し，経路選択行動をミクロに見ていくととも

に，より現状に即した選択肢集合の設定方法を検討し

ていく必要がある． 
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図 5 一人当たりの代替経路数 

(左)あまり使う気がない経路まで含む 

(右)知っているだけで使わない経路も含む 

1 最も鉄道乗車時間が短い

2 最も自宅から初乗り駅が近い

3 最も勤務先から最終降車駅が近い

4 最も鉄道運賃・料金が安い

5 最も総料金が安い

6 鉄道乗車時に着席したい

7 この経路以外選択できない

8 立ち寄る場所がある

9 その他

図 6 実選択経路における経路選択理由（複数回答）
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